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「東日本・家族応援プロジェクト」の成果と課題
大学院におけるサービス・ラーニングを取り入れたプロジェクト型教育の試み
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目的

東日本大震災を受け、立命館大学大学院応用人間

科学研究科では「東日本・家族応援プロジェクト」

を立ち上げた。これは、教員と院生がチームとなり、

十年に渡って、東北４県のコミュニティで現地の対

人援助機関と協働し、家族漫画展および対人援助プ

ログラムを実施すると同時に、震災の影響と復興の

証人として記録を蓄積していくというものである

（村本､2012）。同時に、これを大学院レベルのプロ

ジェクト型教育として位置づけ、ヒューマン・サー

ビス領域における新しい教育法として確立するべく

試行錯誤してきた。2011 年度には 6 名、2012 年度

には 9 名、2013 年度には 10 名、2014 年度には 32

名の院生が活動している。この成果を振り返る。

方法

本プログラムは被災地支援を目的に開始し、サー

ビス・ラーニングとしての形を徐々に整えてきたた

め、改善を加えながら現在にいたる。2011 年度、院

生には、事前レポート、フィールドノート、活動報

告書、HP用原稿の提出を義務づけ、2012年度には、

プロジェクト終了後の事後アンケート、2013 年度か

らはプロジェクト開始前の事前アンケートを加えた。

毎年度末、シンポジウムでの報告も行う。これらを

分析することで、院生たちの学びを評価すると同時

に、今後の課題を明らかにする。

結果

2012 年度、2013 年度の学びに関する院生たちの

自己評価は表１のとおり。院生によるプログラム評

価は 4.2～4.5（5 点満点）であった。内容分析の結

果は省略するが、対人援助の現場実践を学ぶと同時

に、対人援助職者としての価値や姿勢を学ぶという

点において、概ね期待に応えた結果となった。
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表１ 院生による学びの自己評価

考察

本プロジェクトは、支援者支援、地域との協働、

レジリエンスモデルという普遍的実践指針をもとに、

ヒューマン・サービス分野の学びの意欲や関心を高

次化していくプロジェクトであり、復興の証人にな

るという持続的過程によって、地域の変化、自己変

容、日常の回復を同期させるという特性を持つ。教

育方法開発のための理論化を通して、マクロな視野

が欠落して、技法の学びに矮小化されがちな対人援

助職者養成の教育を再考していく契機としたい。
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